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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、明治前期の太平洋側と日本海側を結ぶ「北国脇往還」の陸上貨物輸送業の成立・発展
構造を、陸運企業「小諸中牛馬会社」の経営を中心に明らかにしようとしたものである。 
論文は、歴史過程の分析（１～４章）と各論の分析（５～7 章）の二部で構成される。第一部では、政
府主導の陸運業の近代的再編過程において、複数の信州「中牛馬会社」が地域の優位性を梃子に
同盟組織化するプロセスについて、「混合交通」としての馬背と馬車、利根川舟運を組み合わせた長
距離陸上継立輸送網の形成史として明らかにされる（第１章）。次に陸運業自由化後の「中牛馬会社」
について、会社組織、輸送構造、荷為替・保険業務、収益構造、貨物輸送方式および競合する内国
通運会社との市場関係等の分析とともに明らかにされ（第２章）、さらに、1883 年鉄道開通（上野～熊
谷）後の中牛馬会社の対応が、輸送手段の転換（舟運から鉄道へ）、新輸送手段の導入（鉄道荷車や
鉄道荷馬車等）、各会社の分裂と独立、組織の再編成プロセスとして明らかにされる（第３章）。 後 
に、小諸中牛馬会社が商法（旧）施行・信越線全通を機に帝国中牛馬会社として独立し、小運送会社 
へと転身するプロセスが展望される（第４章）。第二部では、小諸中牛馬会社に残された各種経営帳 
簿の分析により、上信越と東京の間における輸送取引実態（第５章）、諏訪製糸業の製糸（生糸）荷 
物と原料繭荷物を主要取り扱い荷物として成長する構造（第６章）、保険付き輸送業務の開始と大量 
の製糸荷物輸送に付随した貨物輸送保険業務拡大および業務の保険会社への移転のプロセス（第７ 
章）が分析され、結論および今後の研究の展望が示される（終章）。 
本研究は、「中牛馬会社」が近世期の中馬業や明治後期以降の小運送業とは異なる「混合交通」的 
陸運企業であったこと、およびこの陸運企業の拡大発展が諏訪製糸業の産業発展と密接に結合する
陸上貨物輸送市場に依拠したものであったことを、研究史上初めて明らかにしたという点において、
当該分野の研究に大きく貢献するものである。もちろん、本研究には、会社組織や同盟関係に関する
実証性、鉄道業開設に伴う輸送手段の転換（舟運から鉄道へ）についての説得的な論拠の提示、諏
訪製糸業の産業発展や金融業との接合関係や中山道や甲州街道など他輸送チャンネルとの競合関
係についての実証性、そして明治後期以降の小運送業への業態転換の実証性等々、解決されなけ
ればならない論点やさらに深められなければならない実証性の諸問題が残されている。しかし、それ
らは、けっして本研究の持つ学問的価値を低めるものではない。本研究は、独立して研究を行ってい
くために必要な能力を十分に示した、高い水準をもつものと評価することができる。 
よって、本論文の審査の結果、博士（経済学）として合格、と判定する。 
